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令和元年度 国土交通省 住まい環境モデル事業

株式会社 ハピネスランズ
  「入居者自宅のシェアハウス化支付き生活支援サービス施設」

                          「オーナーズテラス」
Ⅱ

「多世代ホーム」



入居者自宅のシェアハウス化支援付き生活支援サービス施設

【選定年度：令和元年度】 代表提案者：株式会社 ハピネスランズ

子育て世帯向け
シェアハウスの整備

代表提案者（株）ハピネスランズ
＊施設の管理運営 ＊入居者募集等

一般社団法人HAHA

ひとり親世帯
（入居者）

高齢者
（入居者）

家主 生活支援サービス施設
オーナーズテラス

継続居住

転貸
（サブリース）

提携
業務委託

食事提供・掃除、
ひとり親の支援等

入居費

介護事業所

介護サービスの契約

建物の一部を賃貸

（マスターリース） 賃料

共同居住

生活支援

事業
テーマ

課題設定型
2）_効果的に見守る高齢者向けの住宅の整備

4)早めの住み替えやリフォームに関する相談機能の整備

実施
場所

東京都
目黒区

事業
内容

事業の背景・経緯 事業実施体制

住宅整備 技術検証
情報提供

普及

● 高齢化が進展するが、高齢者が安心・安全に住み続けること
が難しいのが実情

● 若年の子育て世帯、特にひとり親世帯においては、都心部
では高額な家賃相場のため、低廉な住まいの確保が課題

提案事業の内容

期待される効果

高齢者の自宅活用による住み慣れた地域での居住継続と、ひとり親世帯の
比較的低廉な家賃での都心居住と居住者等による緩やかな子育て支援。

● シェアハウスを運営する事業者が、高齢者の所有する戸建
住宅の空き部屋をひとり親世帯向けのシェアハウスに改修。

● 高齢者は、自宅に住み続けながら、保有の住宅資産を運用。

● シングルマザーは、都心部で低廉な家賃の住まいの確保、
住宅内の軽微なサポートを行うことでさらに家賃を軽減化。

● 多様な世帯が、それぞれのライフステージに応じた入居ニー
ズを満たせる社会の確立を目指す。

住宅の整備（改修）

3

若者
（入居者）



一般社団法人 HAHA

民間 児童養護施設
ファミリーホーム 7万円/月

介護保険法
介護付き 有料老人ホーム

自炊可能な高齢者
シニア住宅（居住支援）

民間 母子シェルター
目黒区家賃補助 4万円/月

新規性が高いゆえの
制度のはざまにあるビジネス

親会社： ハピネスランズ









形式 住宅

棟数・戸数
２棟・８戸
（A棟＝３階建・５戸 B棟＝3階建ての1階部分・３戸）

敷地面積／延床面積 212.68㎡／331.54㎡

建築年 ー

建物概要

ハード整備の工夫・ポイント

● 持家を改修し、８世帯のシェアハウスを整備
● A棟は高齢者向け住宅＝5戸、B棟はひとり親世帯向け住宅＝3戸
● 共用空間を充実させ、各個室に必要な設備を整備。

A棟とB棟を結ぶ

渡り廊下を新設

B棟

A棟•１階

A棟•3階

A棟•2階

改修した個室

A棟の明るいリビングとキッチン

リビング

キッチン

ダイニング
キッチン

事務所

個室３

個室２
個室１

共用浴室

共用
浴室

スタッフ
ルーム

個室４
トイレ

トイレ

トイレ

個室７

個室８

共用
トイレ

EV

個室６

ミニキッチン トイレ EV

EV

玄関

ミニキッチン

個室5

トイレ

有料老人ホームとしても使用
できるように、個室にトイレと
ミニキッチンを設置

8



実質的なコミュニティになりえる仕組み



多世代ホーム協会イメージ図

Social Impact の創出



海外の事例

日本には、何がたりないのか？

●行政のサポート

●コハウジング（多世代ホーム）のコンサル会社がない

●多世代ホームの地権者と入居者を繋ぐ「住宅生協」がない

Social Impact の創出
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